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(57)【要約】
　マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置によ
ってネットワークへの接続を試みるかどうかを決定する
方法について記載する。トリガーとなるイベントが検知
される。無線フレームが基地局から受信される。無線フ
レームは基地局の現在のアクセスクラスを含む。無線フ
レームは、トリガーとなるイベント後の現在のアクセス
クラスを含む最初の無線フレームである。ＭＴＣ装置が
基地局へのアクセス権を有しているか否かが判定される
。その後、ＭＴＣ装置が基地局へのアクセス権を有して
いるか否かによってネットワークへの接続を試みるかど
うかが決定される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置によってネットワークへの接続を試み
るかどうかを決定する方法であって、
　トリガーとなるイベントを検知する工程と、
　基地局の現在のアクセスクラスを含む無線フレームであり、トリガーとなるイベント後
の前記現在のアクセスクラスを含む最初の無線フレームである無線フレームを基地局から
受信する工程と、
　前記ＭＴＣ装置が前記基地局へのアクセス権を有しているか否かを判定する工程と、
　前記ＭＴＣ装置が前記アクセス権を有しているか否かに基づいてネットワークへの接続
を試みるかどうかを決定する工程と、を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記基地局の前記現在のアクセスクラスを無線フレームから決定する工程をさらに含む
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＭＴＣ装置が前記基地局へのアクセス権を有しているか否かを判定する工程は、前
記ＭＴＣ装置のアクセスクラスと前記基地局の前記現在のアクセスクラスとを比較する工
程を含み、前記基地局の前記現在のアクセスクラスよりも前記ＭＴＣ装置の前記アクセス
クラスが大きい場合、ＭＴＣ装置は前記基地局へのアクセス権を有していることを特徴と
する請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記現在のアクセスクラスは、システム情報ブロックタイプ２（ＳＩＢ２）に分類され
ていることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＭＴＣ装置がアクセス権を有していない場合、前記ネットワークへの接続の試みを
中止する工程をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＭＴＣ装置がアクセス権を有している場合、前記ネットワークへの接続を試みる工
程をさらに含むことを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ネットワークへの接続を試みるために使用する物理ランダムアクセスチャネル（Ｐ
ＲＡＣＨ）の送信機会の分配を決定する工程と、
　１つ以上のＰＲＡＣＨの送信機会を前記ＰＲＡＣＨの送信機会の分配から選択する工程
と、を含み、
　前記ネットワークへの接続を試みる工程は、前記選択された１つ以上のＰＲＡＣＨの送
信機会を使用して前記ネットワークへの接続を試みる工程を含むことを特徴とする請求項
６に記載の方法。
【請求項８】
　ＰＲＡＣＨの送信機会の分配を決定する工程は、使用可能な最初と最後のＰＲＡＣＨの
送信機会を示す範囲値に加えて、乱数発生器を使用する工程を含むことを特徴とする請求
項７に記載の方法。
【請求項９】
　ＰＲＡＣＨの送信機会の分配を決定する工程は、前記トリガーとなるイベントが受信さ
れた時および前記無線フレームが受信された時の差分時間を入力として取得する工程をさ
らに含むことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　ＰＲＡＣＨの送信機会の分配を決定する工程は、ＭＴＣ装置の登録番号および前記使用
可能なＰＲＡＣＨの送信機会を示す範囲値を使用する工程と、前記範囲値に前記登録番号
をマッピングする工程と、をさらに含むことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
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　前記基地局の前記現在のアクセスクラスは、SystemInformationBlockType2メッセージ
のデータ要素ac-BarringInfo内にあることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記基地局の前記現在のアクセスクラスを決定するためにデータ要素ac-BarringInfoを
精査する工程をさらに含むことを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記トリガーとなるイベントは、前記ＭＴＣ装置に前記ネットワークへの接続を試みる
ように要求することであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　ネットワークへの接続を試みるかどうかを決定するために構成された装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子的に通信するメモリと、
　前記メモリに蓄積された命令と、を備え、
　前記命令は、
　　トリガーとなるイベントを検知する工程と、
　　基地局の現在のアクセスクラスを含む無線フレームであり、前記トリガーとなるイベ
ント後の前記現在のアクセスクラスを含む最初の無線フレームである無線フレームを基地
局から受信する工程と、
　　前記装置が前記基地局へのアクセス権を有しているか否かを判定し、
　　前記装置がアクセス権を有しているか否かに基づいて、ネットワークへの接続を試み
るかどうかを決定する工程とを、実行可能であることを特徴とする装置。
【請求項１５】
　上記命令はさらに、前記基地局の前記現在のアクセスクラスを、前記無線フレームから
決定する工程を実行可能であることを特徴とする請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記装置が前記基地局へのアクセス権を有しているか否かを判定する工程は、前記装置
のアクセスクラスと前記基地局の前記現在のアクセスクラスとを比較する工程を含み、前
記基地局の前記現在のアクセスクラスよりも装置の前記アクセスクラスが大きい場合、前
記装置は基地局へのアクセス権を有していることを特徴とする請求項１４に記載の装置。
【請求項１７】
　前記現在のアクセスクラスは、システム情報ブロックタイプ２（ＳＩＢ２）内にあるこ
とを特徴とする請求項１４に記載の装置。
【請求項１８】
　前記命令はさらに、前記装置がアクセス権を有していない場合、前記ネットワークへの
接続の試みを中止する工程を実行可能であることを特徴とする請求項１４に記載の装置。
【請求項１９】
　前記命令はさらに、前記装置がアクセス権を有している場合、前記ネットワークへの接
続を試みる工程を実行可能であることを特徴とする請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記命令はさらに、
　　前記ネットワークへの接続を試みるために使用する物理ランダムアクセスチャネル（
ＰＲＡＣＨ）の送信機会の分配を決定する工程と、
　　１つ以上のＰＲＡＣＨの送信機会を前記ＰＲＡＣＨの送信機会の分配から選択する工
程とを、実行可能であり、前記ネットワークへの接続を試みる工程は、前記選択された１
つ以上のＰＲＡＣＨの送信機会を使用して前記ネットワークへの接続を試みる工程を含む
ことを特徴とする請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　ＰＲＡＣＨの送信機会の分配を決定する工程は、使用可能な最初と最後のＰＲＡＣＨの
送信機会を示す範囲値に加えて、乱数発生器を使用する工程を含むことを特徴とする請求
項２０に記載の装置。
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【請求項２２】
　ＰＲＡＣＨの送信機会の分配を決定する工程は、前記トリガーとなるイベントが受信さ
れた時および前記無線フレームが受信された時の差分時間を入力として取得する工程をさ
らに含むことを特徴とする請求項２０に記載の装置。
【請求項２３】
　ＰＲＡＣＨの送信機会の分配を決定する工程は、前記装置の登録番号および前記使用可
能なＰＲＡＣＨの送信機会を示す範囲値を使用する工程と、前記範囲値に前記登録番号を
マッピングする工程と、をさらに含むことを特徴とする請求項２０に記載の装置。
【請求項２４】
　前記基地局の前記現在のアクセスクラスは、SystemInfomationBlockType2メッセージの
データ要素ac-BarringInfo内にあることを特徴とする請求項１４に記載の装置。
【請求項２５】
　前記命令はさらに、前記基地局の前記現在のアクセスクラスを決定するためにデータ要
素ac-BarringInfoを精査する工程を実行可能であることを特徴とする請求項２４に記載の
装置。
【請求項２６】
　前記トリガーとなるイベントは、前記装置に前記ネットワークへの接続を試みるように
要求することを特徴とする請求項１４に記載の装置。
【請求項２７】
　前記装置はマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置であることを特徴とする請
求項１４に記載の装置。
【請求項２８】
　基地局によって緊急事態に対処する方法であって、
　緊急メッセージを受信する工程と、
　スケジューリング情報およびメッセージデータを変更する工程と、
　現在のアクセスクラスを更新する工程と、
　前記スケジューリング情報および前記現在のアクセスクラスを含むシステム情報メッセ
ージをブロードキャストする工程と、を含むことを特徴とする方法。
【請求項２９】
　前記緊急メッセージおよびスケジューリングデータの変更を知らせるページングメッセ
ージを無線装置に送信する工程をさらに含むことを特徴とする請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　前記スケジューリング情報はＳＩＢ１サブフレームでブロードキャストされることを特
徴とする請求項２８に記載の方法。
【請求項３１】
　前記現在のアクセスクラスはＳＩＢ２サブフレームでブロードキャストされることを特
徴とする請求項２８に記載の方法。
【請求項３２】
　前記システム情報メッセージは１つ以上のマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）
装置にブロードキャストされることを特徴とする請求項２８に記載の方法。
【請求項３３】
　緊急事態に対処するように構成された装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子的に通信するメモリと、
　前記メモリに蓄積された命令と、を備え、
　前記命令は、
　　緊急メッセージを受信する工程と、
　　スケジューリング情報およびメッセージデータを変更する工程と、
　　現在のアクセスクラスを更新する工程と、
　　前記スケジューリング情報および前記現在のアクセスクラスを含むシステム情報メッ
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セージをブロードキャストする工程とを、実行可能であることを特徴とする装置。
【請求項３４】
　前記命令はさらに、前記緊急メッセージおよびスケジューリングデータの変更を知らせ
るページングメッセージを無線装置に送信する工程を実行可能であることを特徴とする請
求項３３に記載の装置。
【請求項３５】
　前記スケジューリング情報はＳＩＢ１サブフレームでブロードキャストされることを特
徴とする請求項３３に記載の装置。
【請求項３６】
　前記現在のアクセスクラスはＳＩＢ２サブフレームでブロードキャストされることを特
徴とする請求項３３に記載の装置。
【請求項３７】
　前記システム情報メッセージは１つ以上のマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）
装置にブロードキャストされることを特徴とする請求項３３に記載の装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信および無線通信に関連した技術に広く関し、より具体的には、緊急
時のマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置のための修正アクセスクラスに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信装置は、消費者のニーズに答え、携帯性と利便性を改善するために、より小さ
くそしてより強化されている。消費者は無線通信装置に依存し、安定したサービス、より
広い受信エリア、そしてより高い機能性を求めるようになっている。無線通信システムは
、それぞれ基地局を通して機能する多数のセルに通信を提供する。基地局は移動局と通信
を行う固定局である。
【０００３】
　無線通信装置が進歩するにつれて、無線通信の使用形態の可能性も広がっている。その
進歩の一例として、Ｍ２Ｍ（machine-to-machine）装置の導入がある。Ｍ２Ｍ装置は、ヒ
ューマンインターフェースをほとんどまたは全く提供せずに、多数の無線装置の通信を円
滑に行うものである。
【０００４】
　これらのＭ２Ｍ装置は単に人的交流のためのインターフェースを提供するものではない
ため、さらに多くのＭ２Ｍ装置が一つの基地局に依存することも考えられる。１つの基地
局に対して通信する無線装置の数が増えると、基地局が過負荷になる可能性がある。基地
局が過負荷になるのを防ぐことによって利益がもたらされる。
【発明の概要】
【０００５】
　好ましい実施形態は、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置によってネット
ワークへの接続を試みるかどうかを決定する方法であって、トリガーとなるイベントを検
知する工程と、基地局の現在のアクセスクラスを含む無線フレームであり、トリガーとな
るイベント後の現在のアクセスクラスを含む最初の無線フレームである無線フレームを基
地局から受信する工程と、ＭＴＣ装置が基地局へのアクセス権を有しているか否かを判定
する工程と、ＭＴＣ装置が基地局へのアクセス権を有しているか否かによってネットワー
クへの接続を試みるかどうかを決定する工程と、を含むことを特徴とする方法である。
【０００６】
　別の好ましい実施形態は、ネットワークへの接続を試みるかどうかを決定するように構
成された装置であって、プロセッサと、上記プロセッサと電子的に通信するメモリと、上
記メモリに蓄積された命令と、を備え、上記命令は、トリガーとなるイベントを検知し、
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基地局の現在のアクセスクラスを含む無線フレームであり、トリガーとなるイベント後の
現在のアクセスクラスを含む最初の無線フレームである無線フレームを基地局から受信し
、基地局へのアクセス権を有する装置であるか否かを判定し、基地局へのアクセス権を有
する装置であるかによってネットワークへの接続を試みるかどうかを決定することを、実
行可能であることを特徴とする装置である。
【０００７】
　さらに別の好ましい実施形態は、基地局によって緊急事態に対処する方法であって、緊
急メッセージを受信する工程と、スケジューリング情報およびメッセージデータを変更す
る工程と、現在のアクセスクラスを更新する工程と、上記スケジューリング情報および上
記現在のアクセスクラスと共にシステム情報メッセージをブロードキャストする工程と、
を含むことを特徴とする方法である。
【０００８】
　さらに別の好ましい実施形態は、緊急事態に対処するように構成された装置であって、
プロセッサと、上記プロセッサと電子的に通信するメモリと、上記メモリに蓄積された命
令と、を備え、上記命令は、緊急メッセージを受信し、スケジューリング情報およびメッ
セージデータを変更し、現在のアクセスクラスを更新し、上記スケジューリング情報およ
び上記現在のアクセスクラスと共にシステム情報メッセージをブロードキャストすること
を、実行可能であることを特徴とする装置である。
【０００９】
　本発明の他の目的、特徴、および優れた点は、以下に示す詳細な記載を、添付図面と共
に考察することによって、より容易に理解できるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】多数の無線装置および基幹ネットワークを含む無線通信システムを示すブロック
図である。
【図２】ネットワークへの接続を試みるか否かを決定するためのフローチャートである。
【図３】システム情報（ＳＩ）メッセージおよびページングメッセージの無線装置への送
信を示すブロック図である。
【図４】基地局とマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置との間の上りリンクお
よび下りリンクの無線フレームを示す図である。
【図５】基地局とマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置との間の上りリンクお
よび下りリンクの無線フレームを示す図である。
【図６】ネットワークへアクセスを行うか否かを決定する別の方法のフローチャートであ
る。
【図７】マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置が最初の物理ランダムアクセス
チャネル（ＰＲＡＣＨ）の送信機会を対象とする場合の、基地局とマシンタイプコミュニ
ケーション（ＭＴＣ）装置との間の上りリンクおよび下りリンクの無線フレームを示す図
である。
【図８】マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置がネットワークへの接続を試み
るのに使用する物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）の送信機会を決定するアル
ゴリズムを使用する場合の、基地局とマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置と
の間の上りリンクおよび下りリンクの無線フレームを示す図である。
【図９】緊急事態に対処する方法のフローチャートである。
【図１０】マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置において利用される種々の構
成要素を示す図である。
【図１１】基地局において利用される種々の構成要素を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置によってネットワークへの接続
を試みるかどうかを決定する方法について説明する。まず、トリガーとなるイベントが検
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知される。次に、基地局からの無線フレームが受信される。無線フレームには、基地局の
現在のアクセスクラスが含まれている。ここでいう無線フレームとは、トリガーとなるイ
ベント後の現在のアクセスクラスを含む最初の無線フレームのことである。上記方法は、
ＭＴＣ装置が基地局へのアクセス権を有しているか否かを判定する工程を含む。さらに、
上記方法は、ＭＴＣ装置がアクセス権を有しているか否かによってネットワークへの接続
を試みるかどうかを決定する工程も含む。
【００１２】
　また、上記方法は、基地局の現在のアクセスクラスを無線フレームから決定する工程を
さらに含んでいてもよい。ＭＴＣ装置が基地局へのアクセス権を有しているか否かを判定
する工程は、ＭＴＣ装置のアクセスクラスと基地局の現在のアクセスクラスとを比較する
工程を含んでいてもよい。基地局の現在のアクセスクラスに比べてＭＴＣ装置のアクセス
クラスが大きい場合、ＭＴＣ装置は基地局へのアクセス権を有している。上記現在のアク
セスクラスは、システム情報ブロックタイプ２（ＳＩＢ２）であってもよい。
【００１３】
　ＭＴＣ装置がアクセス権を有していない場合、ネットワークへの接続の試みが中止され
てもよい。上記方法は、ＭＴＣ装置がアクセス権を有している場合、ネットワークへの接
続を試みる工程を含んでいてもよい。ネットワークへの接続を試みるために使用する物理
ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）の送信機会の分配が決定されてもよい。１つ以
上のＰＲＡＣＨの送信機会が上記ＰＲＡＣＨの送信機会の分配から選択されてもよい。ネ
ットワークへの接続を試みる工程は、選択された１つ以上のＰＲＡＣＨの送信機会を使用
してネットワークへの接続を試みる工程を含んでいてもよい。
【００１４】
　また、ＰＲＡＣＨの送信機会の分配を決定する工程は、範囲値が使用可能な最初と最後
のＰＲＡＣＨの送信機会を示す工程に加え、乱数発生器を使用する工程を含んでいてもよ
い。また、ＰＲＡＣＨの送信機会の分配を決定する工程は、トリガーとなるイベントが受
信された時と無線フレームが受信された時の差分時間を入力として取得する工程をさらに
含んでいてもよい。また、ＰＲＡＣＨの送信機会の分配を決定する工程は、ＭＴＣ装置の
登録番号および使用可能なＰＲＡＣＨの送信機会を示す範囲値を使用する工程と、上記範
囲値に上記登録番号をマッピングする工程と、をさらに含んでいてもよい。
【００１５】
　基地局の現在のアクセスクラスは、SystemInformationBlockType2メッセージのデータ
要素ac-BarringInfo内にあってもよい。データ要素ac-BarringInfoは、基地局の現在のア
クセスクラスを決定するために精査されてもよい。そしてトリガーとなるイベントは、Ｍ
ＴＣ装置にネットワークへの接続を試みるよう要求してもよい。
【００１６】
　以下、ネットワークへの接続を試みるかどうかを決定するために構成された装置につい
て説明する。上記装置は、プロセッサと、上記プロセッサと電子的に通信するメモリと、
上記メモリに蓄積された命令と、を備える。上記命令はトリガーとなるイベントを検知す
ることを実行可能である。また、上記命令は基地局からの無線フレームを受信することを
実行可能でもある。尚、無線フレームは基地局からの現在のアクセスクラスを含む。ここ
でいう無線フレームとは、トリガーとなるイベント後の現在のアクセスクラスを含む最初
の無線フレームのことである。そして、上記命令はさらに、上記装置が基地局へのアクセ
ス権を有しているか否かを判定するように実行可能である。また、上記命令は、上記装置
がアクセス権を有しているか否かによって、ネットワークへの接続を試みるかどうかを決
定することも実行可能である。上記装置はマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装
置であってもよい。
【００１７】
　以下、基地局によって緊急事態に対処する方法を説明する。まず、緊急メッセージが受
信される。次に、スケジューリング情報およびメッセージデータが変更される。次に、現
在のアクセスクラスが更新される。そして、システム情報メッセージが、上記スケジュー
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リング情報および上記現在のアクセスクラスと共にブロードキャストされる。
【００１８】
　上記緊急メッセージおよびスケジューリングデータの変更を知らせるページングメッセ
ージが、無線装置へと送信されてもよい。尚、上記スケジューリング情報はＳＩＢ１サブ
フレームでブロードキャストされてもよい。また、上記現在のアクセスクラスはＳＩＢ２
サブフレームでブロードキャストされてもよい。さらに、上記システム情報メッセージは
１つ以上のマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置にブロードキャストされても
よい。
【００１９】
　以下、緊急事態に対処するように構成された装置を説明する。上記装置は、プロセッサ
と、上記プロセッサと電子的に通信するメモリと、上記メモリに蓄積された命令と、を備
える。上記命令は緊急メッセージを受信することを実行可能である。また上記命令は、ス
ケジューリング情報およびメッセージデータを変更することを実行可能である。さらに上
記命令は、現在のアクセスクラスを更新することも実行可能である。また上記命令は、上
記スケジューリング情報および上記現在のアクセスクラスと共にシステム情報メッセージ
をブロードキャストすることも実行可能である。
【００２０】
　図１は多数の無線装置および基幹ネットワーク１１０を含む無線通信システム１００を
示すブロック図である。無線装置は、無線通信装置１０６、または基地局１０２、または
マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４である。基地局１０２は１つ以上
の無線通信装置１０６および１つ以上のマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置
１０４と無線通信をしている。また、基地局１０２はアクセスポイント、ノードＢ、ｅノ
ードＢ、またはその他の用語で称されてもよい。同様に、無線通信装置１０６は移動局、
加入者局、アクセス端末、遠隔ステーション、ユーザー端末、端末、携帯機、加入者ユニ
ット、ユーザー機器、またはその他の用語で称されてもよい。
【００２１】
　無線通信装置１０６は、携帯電話、スマートホン、ノート型パソコン、携帯情報端末（
ＰＤＡ）、無線モデムなどでありうる。また、無線通信装置１０６は無線周波数（ＲＦ）
通信チャネルを通して基地局１０２へデータを送信してもよい。同様に、基地局１０２は
無線周波数（ＲＦ）通信チャネルを通して無線通信装置１０６へデータを送信してもよい
。
【００２２】
　無線通信装置１０６やマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４等の無線
装置は、下りリンク１１４ａ～ｃおよび/または上りリンク１１２ａ～ｃ上で、何時でも
、１または多数の基地局１０２と通信してもよいし、通信しなくてもよい。下りリンク１
１４は、基地局１０２から、無線通信装置１０６やマシンタイプコミュニケーション（Ｍ
ＴＣ）装置１０４等の無線装置への通信リンクのことを指す。また、上りリンク１１２は
、無線通信装置１０６やマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４等の無線
装置から基地局１０２への通信リンクのことを指す。上記通信リンクは、単入力単出力（
ＳＩＳＯ）システム、多入力単出力（ＭＩＳＯ）システム、または多入力多出力（ＭＩＭ
Ｏ）システムを使用して構築してもよい。ＭＩＭＯシステムは、多数の送信アンテナおよ
び受信アンテナを備えた送信機および受信機を両方含んでもよい。
【００２３】
　３ＧＰＰ（Third Generation Partnership Project）とは、全世界共通の携帯電話シス
テムの仕様を作成するための通信会社のグループの共同体である。ＬＴＥ（Long Term Ev
olution）とは、携帯電話通信方式用の高性能無線インターフェースのプロジェクト名で
ある。ＬＴＥ－Ａ（Long Term Advanced）とは、ＬＴＥ無線インターフェースを強化する
モバイル通信標準規格である。３ＧＰＰのＬＴＥ－Ａのリリース１０における仕様には、
マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４の使用を可能にする機能性が含ま
れている。
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【００２４】
　マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４はその主な機能がユーザーイン
ターフェースを提供しないということ以外は無線通信装置１０６と同様である。マシンタ
イプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４は、基地局１０２および基幹ネットワーク
１１０と通信リンクを構築するために、物理（ＰＨＹ）層、メディアアクセス制御（ＭＡ
Ｃ）層、無線リンク制御（ＲＬＣ）層、パケットデータコンバージェンスプロトコル（Ｐ
ＤＣＰ）層、および無線リソース制御（ＲＲＣ）層を使用してもよい。ただし、マシンタ
イプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４はヒューマンインターフェースを提供せず
、代わりに機器間（例えば、データ収集装置とデータ集約装置間）のネットワークアクセ
スポイントとして動作してもよい。マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０
４の例としては、監視装置、公共料金測定装置、運行管理装置、および生産連鎖監視装置
などが挙げられる。
【００２５】
　基地局１０２は、多数の無線通信装置１０６ａ～ｂおよび／または多数のマシンタイプ
コミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４との通信リンクを構築するように構成されてい
てもよい。マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４は通信上の制限が少な
いため、無線通信装置１０６に比べて、より多数のマシンタイプコミュニケーション（Ｍ
ＴＣ）装置１０４が基地局１０２の影響を受ける場合がある。無線通信装置１０６に比べ
て１０倍もの数のマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４が、基地局１０
２の影響を受けることが予想される。
【００２６】
　ＬＴＥ－Ａにおいて、地震津波警告システム（ＥＴＷＳ）や業務用携帯機器警告システ
ム（ＣＭＡＳ）等の緊急用機能が使われる場合がある。そのような事態への反応としての
情報のブロードキャストは人間へ向かって発せられることを前提としているため、これら
の緊急用機能は、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４においては使え
ない場合がある。ＥＴＷＳまたはＣＭＡＳを必要とする事態が発生した場合、全ての不必
要な通信はネットワーク上から排除し、安全、健康、および緊急サービスがいかなる全て
の必要な帯域幅でも提供されるようにすることが望ましい。そのため、基地局１０２は緊
急メッセージモジュール１１６を備えていてもよい。緊急時に帯域幅が適切に割り当られ
ることを保証するため、基地局１０２は、メッセージモジュール１１６を使用してもよい
。
【００２７】
　緊急時に帯域幅を割り当てるための基地局用の方法の１つとして、アクセスクラスの使
用がある。無線通信装置１０６ａ～ｂはそれぞれ、１つ以上のアクセスクラス１０８ｂ～
ｃを事前に設定されてもよい。マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４も
それぞれ、１つ以上のアクセスクラス１０８ａを事前に与えられてもよい。アクセスクラ
ス１０８は１からnまでの値をとることができる。無線通信装置１０６またはマシンタイ
プコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４がネットワークに（すなわち基地局１０２を
介して基幹ネットワーク１１０に）アクセスするには、無線通信装置１０６またはマシン
タイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４は、少なくとも１つのアクセスクラス１
０８が基地局１０２における現在のアクセスクラス１１８と一致する、または超えること
を証明することが必要である。無線通信装置１０６またはマシンタイプコミュニケーショ
ン（ＭＴＣ）装置１０４は、現在のアクセスクラス１１８の値を、システム情報（ＳＩ）
メッセージにより、基地局１０２から読み出す。尚、システム情報（ＳＩ）メッセージに
関しては、図３を参照して、後ほど詳細に説明する。
【００２８】
　各無線通信装置１０６およびマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４は
、上記１つ以上のアクセスクラス１０８を、上記読み出された現在のアクセスクラス１１
８と比較する。無線通信装置１０６またはマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装
置１０４のアクセスクラス１０８が上記現在のアクセスクラス１１８よりも大きい場合、
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無線通信装置１０６またはマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４は、基
地局１０２のアクセスは適切である（すなわち基地局１０２にアクセス権が認められる）
と決定する。
【００２９】
　例えば、第１の無線通信装置１０６ａのアクセスクラス１０８ｂが３であり、基地局の
現在のアクセスクラス１１８が４である場合、上記第１の無線通信装置１０６ａは基地局
１０２へのアクセスを試みない。したがって、上記第１の無線通信装置１０６ａは緊急時
応答無線通信装置１０６ではない。第２の無線通信装置１０６ｂのアクセスクラス１０８
ｃが５（第２の無線通信装置１０６ｂが緊急時応答無線通信装置１０６であるため、数値
はより高くなっている）であり、基地局の現在のアクセスクラス１１８が４である場合、
第１の無線通信装置１０６ａが基地局１０２にアクセスできないが、第２の無線通信装置
１０６ｂは基地局１０２にアクセスできる。マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）
装置１０４のアクセスクラス１０８ａが１であり、基地局の１０２の現在のアクセスクラ
ス１１８が４である場合、上記マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４は
基地局１０２への接続の試みをやめる。
【００３０】
　マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４は通信リンクモジュール１２０
を備えていてもよい。上記通信リンクモジュール１２０は、基地局１０２から現在のアク
セスクラス１１８を取得し、そして上記現在のアクセスクラス１１８とマシンタイプコミ
ュニケーション（ＭＴＣ） 装置１０４のアクセスクラス１０８ａとを比較し、基地局１
０２へのアクセスが妥当か否かを判定する。
【００３１】
　図２は、ネットワークへの接続を試みるか否かを判定するための方法２００のフローチ
ャートである。方法２００はマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４によ
って行われる。まずマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４はトリガーと
なるイベントを検知する（２０２）。トリガーとなるイベントは、マシンタイプコミュニ
ケーション（ＭＴＣ）装置１０４がネットワークへの接続を試みる誘因となる事象であれ
ばどのような事象でも良い。トリガーとなるイベントとしては、オイルバルブにおいての
圧力の変化、突然の温度の低下、ペースメーカーにおける心拍リズムの変化等が挙げられ
る。トリガーとなるイベントは、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４
の各タイプに応じて異なっていて良い。
【００３２】
　トリガーとなるイベントの検知（２０２）後、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴ
Ｃ）装置１０４は、基地局１０２の現在のアクセスクラス１１８を含む無線フレームを受
信する（２０４）。基地局１０２は現在のアクセスクラス１１８を含む無線フレームを周
期的にブロードキャストしてもよい。例えば、ある構成では、基地局１０２は、無線フレ
ームの８回の送信につき１回、現在のアクセスクラス１１８を含む無線フレームをブロー
ドキャストしてもよい。現在のアクセスクラス１１８を搬送するＳＩＢ２サブフレームの
分配はシステムにより構成可能であるが、その構成範囲はあらゆる無線フレームの周期を
含むものではない。マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４は、現在のア
クセスクラス１１８を含む無線フレームを受信（２０４）すると、基地局１０２の現在の
アクセスクラス１１８を上記無線フレームから確定する（２０６）。
【００３３】
　ＬＴＥ－Ａのリリース１０においては、（マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）
装置１０４等の）無線装置が基地局１０２から現在のアクセスクラス１１８を受信したば
かりである場合、該無線装置は基地局１０２の現在のアクセスクラス１１８を確定する（
２０６）必要はない。しかし、このことは、基地局が緊急事態に対処しているが、アクセ
スクラス１１８を現在のものに更新しておらず（この更新は通常、変更期間（Modificati
on Period）の終わりに行われる）、無線装置が十分なアクセス権を持たずにネットワー
クにアクセスを試みる期間を生み出す。この事態を改善するため、基地局１０２は変更期
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間中いつでもアクセスクラス１１８を更新してよい。また、無線装置はあらゆるトリガー
となるイベント後に基地局１０２の現在のアクセスクラス１１８を確定する（２０６）必
要がある。これについては、図３を参照して、後ほどさらに詳細に説明する。
【００３４】
　次に、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４は、マシンタイプコミュ
ニケーション（ＭＴＣ）装置１０４のアクセスクラス１０８ａが基地局１０２の現在のア
クセスクラス１１８より大きいか否かを判定する（２０８）。マシンタイプコミュニケー
ション（ＭＴＣ）装置１０４のアクセスクラス１０８ａが基地局１０２の現在のアクセス
クラス１１８以下である場合、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４は
、基地局１０２が現在のアクセスクラス１１８を含む別の無線フレームをブロードキャス
トするまで待機する。よって、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４は
ネットワークへの接続を試みない。
【００３５】
　マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４のアクセスクラス１０８ａが基
地局１０２の現在のアクセスクラス１１８より大きい場合、マシンタイプコミュニケーシ
ョン（ＭＴＣ）装置１０４は、ネットワークへの接続を試みるのに使用するチャネルリソ
ースを決定する（２１０）。このチャネルリソースは物理ランダムアクセスチャネル（Ｐ
ＲＡＣＨ）であってよい。その後、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０
４は、決定されたチャネルリソースを使用してネットワークへの接続を試みる（２１２）
。
【００３６】
　図３は、システム情報（ＳＩ）メッセージ３２４およびページングメッセージ３３２の
無線装置３２２への送信を示すブロック図である。図３の基地局３０２は、図１の基地局
１０２の構成例の１つである。図３の無線装置３２２は、図１のマシンタイプコミュニケ
ーション（ＭＴＣ）装置１０４または無線通信装置１０６の構成例の１つである。基地局
３０２は、システム情報メッセージ３２４を含む下りリンク無線フレームをブロードキャ
ストする。下りリンク無線フレームは、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置
１０４および無線通信装置１０６にブロードキャストされる。
【００３７】
　ＬＴＥ－Ａにおいては、基地局３０２は、無線通信装置１０６またはマシンタイプコミ
ュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４に対して、システム情報（ＳＩ）メッセージ３２４
を介してネットワークとの通信リンクを構築するのに必要な情報をブロードキャストする
。システム情報は、マスター情報ブロック（ＭＩＢ）と多数のシステム情報ブロック（Ｓ
ＩＢ１・・・ＳＩＢ１２等）に分けられる。第１のシステム情報ブロックは、SystemInfo
rmationBlockType1（ＳＩＢ１）と称され、ＥＴＷＳ／ＣＭＡＳ　ＳＩＢメッセージ等の
緊急情報３３０の所在を示すSchedulingInfoList内のスケジューリング情報３２８と、シ
ステム情報（ＳＩ）メッセージ３２４に変更があったことを示すシステム情報変更指標sy
stemInfoValueTagと、を含む。
【００３８】
　第２のシステム情報ブロックは、SystemInformationBlockType2（ＳＩＢ２）と称され
、ac-BarringInfo内の無線通信装置１０６およびマシンタイプコミュニケーション（ＭＴ
Ｃ）装置１０４の階層的分割を含む。よって第２のシステム情報ブロックは、更新された
アクセスクラス３２６（すなわち、基地局１０２の現在アクセスクラス１１８）を含む。
現在のリリース１０の仕様では、変更期間の境界における特定の無線フレーム以外ではＳ
ＩＢ２データの変更はできなくなっている。よって、基地局３０２は、変更期間の境界に
おいて更新されたアクセスクラス３２６を変更することのみができる。変更期間の境界は
、３２の無線フレーム毎にある。
【００３９】
　また、現在のリリース１０の仕様では、無線装置３２２がＳＩＢ２データを受信したば
かりである場合には、ネットワークへの接続を試みる前に、無線装置３２２にＳＩＢ２サ
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ブフレーム（すなわち、更新されたアクセスクラス３２６）の状態を確認することを要求
しない。よって、ネットワークが緊急事態（すなわち、地震津波警告システム（ＥＴＷＳ
）／業務用携帯機器警告システム（ＣＭＡＳ）データをブロードキャストすること）に反
応している間、無線装置３２２がネットワークへの接続を試みる期間が存在し得る。現在
の仕様では、基地局３０２の影響下にある最大数の無線通信装置１０６は、それらを機能
させるのに使用できる物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）リソースと比較して
管理可能であると考えられていたため、この期間は重大な問題であるとは考えられていな
かった。しかし、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４を含むことで、
基地局３０２は、より多くの無線装置３２２をサポートする（基地局３０２は、無線通信
装置１０６およそ１０倍のマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４をサポ
ートする）ことになり、基地局３０２の物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）リ
ソースを過負荷にする可能性がある。
【００４０】
　別のシステム情報ブロックは、SystemInformationBlockType10/11（ＳＩＢ１０、ＳＩ
Ｂ１１）と称され、地震津波警告システム（ＥＴＷＳ）メッセージデータを含む。さらに
別のシステム情報ブロックは、SystemInformationBlockType12（ＳＩＢ１２）と称され、
業務用携帯機器警告システム（ＣＭＡＳ）メッセージデータを含む。SystemInformationB
lockType10/11およびSystemInformationBlockType12はそれぞれ、緊急情報３３０を含む
。
【００４１】
　基地局３０２は、ページングメッセージ３３２をブロードキャストし、無線通信装置１
０６やマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４等の通信装置３２２にシス
テム情報変更を通知する。ページングメッセージ３３２は、無線通信装置１０６またはマ
シンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４のページング時機において周期的に
ブロードキャストされる。ページング時機は、無線通信装置１０６またはマシンタイプコ
ミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４の国際移動体装置識別番号（ＩＭＥＩ）およびシ
ステム構成設定により決定される。
【００４２】
　ページングメッセージ３３２は、システム情報変更指標３３４および緊急指標３３６を
含む。システム情報変更指標３３４は、データフィールドsystemInfoModificationであり
、設定時に、システム情報（ＳＩ）データが次の変更期間の境界で変わるように予定され
ていることを示す。変更期間の境界は、ＳＩＢ２データ内の更新されたアクセスクラス３
２６への変更が認められる時期を限定する。ＳＩＢ２データの変更は、特定の無線フレー
ムにおいてしか起こらない。ＳＩＢ２データは、そのスケジューリングに定められた通り
に、変更期間内において同じ内容で多数回送信される。systemInfoModificationが「変更
期間Ｎ」の間に設定されると、変更は「変更期間Ｎ＋１」まで起こらない。緊急指標３３
６は、データフィールドetws/cmas－Indicationであり、設定時に、（ＥＴＷＳ／ＣＭＡ
Ｓ情報等の）緊急情報３３０がブロードキャストされていることを示す。
【００４３】
　ＥＴＷＳ／ＣＭＡＳメッセージ等の緊急メッセージ（すなわち、緊急情報３３０）は、
任意の時点に発生し得る。換言すると、ＳＩＢ１におけるスケジューリング情報３２８お
よびＳＩＢ１０／１１／１２における緊急情報３３０は、（他の全てのＳＩＢデータと異
なり）変更期間の境界において変化する必要はない。ページングメッセージ３３２は、無
線通信装置１０６にＳＩＢ１０／１１／１２における緊急情報３３０およびＳＩＢ１にお
けるその関連のスケジューリング情報３２８の存在について通知するために使用される。
無線通信装置１０６が緊急指標３３６etws/cmas－Indicationを含むページングメッセー
ジ３３２を受信すると、無線通信装置１０６はＳＩＢ１における次のスケジューリング情
報３２８の受信を試みる。無線通信装置１０６は、次の変更期間の境界の開始時に、ＳＩ
Ｂ１における最初のスケジューリング情報３２８を待たない。ＳＩＢ１における次のスケ
ジューリング情報３２８は、ＳＩＢ１０／１１／１２のための新たなスケジューリング情
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報３２８を取得するために使用される。その後、無線通信装置は、スケジューリング情報
３２８を使用し、ＳＩＢ１０／１１／１２により搬送されるＥＴＷＳ／ＣＭＡＳメッセー
ジ等の緊急情報３３０を受信する。
【００４４】
　図４は、基地局１０２とマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４との間
の上りリンクおよび下りリンクの無線フレームを示している。あらゆる無線フレーム４３
８ａ～ｆにおいて、上りリンク４１２は、構成指標が７のサブフレーム２およびサブフレ
ーム７で物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）を含む。無線フレーム０　４３８
ａにおいては、下りリンク４１４は、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１
０４が基地局１０２の現在アクセスクラス１１８を含むことによってネットワークに接続
可能であることを示すＳＩＢ２サブフレーム４４０ａを含む。ＳＩＢ１サブフレーム４４
２ａ～ｆは、図示された無線フレーム４３８ａ～ｆ毎にTagVa1=nを有する。
【００４５】
　マスター情報ブロック（ＭＩＢ）スケジュールは、４０ミリ秒（ｍｓ）の周期性を有す
る（サブフレーム０において最初の送信、無線フレーム（SFN mod 4）＝０において最初
の送信、４０ｍｓでの繰り返し、サブフレーム毎に１つ）。システム情報ブロック（ＳＩ
Ｂ）スケジュールは、８０ｍｓの周期性を有する（サブフレーム５において最初の送信、
無線フレーム（SFN mod 8）＝０において最初の送信、８０ｍｓでの繰り返し、偶数サブ
フレーム毎に１つ）。ＳＩＢ２サブフレーム４４０ａ～ｆは、８無線フレーム４３８の周
期性を有する。システム情報（ＳＩ）変更期間は、６４無線フレームに相当する。デフォ
ルトページングサイクル４４６は、３２０ｍｓの周期性と、サブフレーム９における送信
を有する。
【００４６】
　変更期間４４７は、defaultPagingCycle × 2 RF = 64 RFと定義される。変更期間４４
７は、６４０ｍｓの周期性を有する（サブフレーム５において最初の送信、無線フレーム
（SFN mod 64）＝０において最初の送信）。ページング機会４４４ａ～ｃは、無線フレー
ム０　４３８ａ、無線フレーム３２　４３８ｂ、および無線フレーム６４　４３８ｅに含
まれる。ページング機会４４４ａ～ｃは、ページング時機とも称される。ページング時機
は、無線装置３２２がページングメッセージ３３２を受信する場所を示すアドレスのよう
なものである。ページング時機は、無線フレーム４３８に分散されており、異なる無線装
置３２２が異なるタイミングでそれらのページのために起動する。
【００４７】
　ページングサイクル４４６は、defaultPagingCycle = 32RFと定義される。よって、ペ
ージングサイクル４４６は３２無線フレームである。無線フレーム３２　４３８ｂは、基
地局１０２の現在アクセスクラス１１８を示すＳＩＢ２サブフレーム４４０ｂ等の無線フ
レーム０と同じ情報（または、同様の情報）を含む。ある構成では、無線フレーム４８　
４３８ｃの間に緊急事態が発生する。一旦緊急事態が発生すると、マシンタイプコミュニ
ケーション（ＭＴＣ）装置１０４はネットワークに接続しないことが望ましい。これと同
様の構成では、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４にネットワークへ
の接続を試みるように要求する無線フレーム４８　４３８ｃの間にトリガーとなるイベン
トが発生する。マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４のトリガーとなる
イベントは、緊急事態と同じ無線フレーム４３８において起こる必要はない。
【００４８】
　マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４がトリガーとなるイベントを検
知すると、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４は、アイドルモードを
終了し、ネットワークへの接続を試みることを決定する。マシンタイプコミュニケーショ
ン（ＭＴＣ）装置１０４は、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４がネ
ットワークへの接続を試みるアクセス権を有していることを示す無線フレーム４３８（例
えば、無線フレーム４８　４３８ｃ）内のＳＩＢ２サブフレーム４４０をターゲットとし
たばかりであってもよい。マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４は、次
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の物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）の送信機会を（最初にＳＩＢ２サブフレ
ーム４４０を確認することなく）ターゲットとする。
【００４９】
　ＳＩＢ２サブフレーム４４０のac-BarringInfo（すなわち、基地局１０２の現在アクセ
スクラス１１８）の変更は、次の変更期間の境界（すなわち、次の変更期間４４７（この
場合、無線フレーム６４　４３８ｅ）の始め）まで起こり得ない。よって、無線フレーム
５６　４３８ｄのＳＩＢ２サブフレーム４４０ｄは、マシンタイプコミュニケーション（
ＭＴＣ）装置１０４をネットワークへの接続を試みることを妨げることに使用することは
できない。代わりに、基地局１０２は、ＳＩＢ２サブフレーム４４０ｅを変更し、マシン
タイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置がネットワークに接続できないことを示すため
に、無線フレーム６４　４３８ｅまで待機しなければならない。無線フレーム６４　４３
８ｅにおいては、（ページング機会４４４ｃETWS_Indication = Tを介した）ページング
メッセージ３３２は、システム情報変更指標３３４を介して、システム情報（ＳＩ）の変
更を示すものとなる。
【００５０】
　無線フレーム７２　４３８ｆでは、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１
０４は、ページングメッセージ３３２毎に新たなシステム情報（ＳＩ）をターゲットとす
る。マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４は、基地局１０２の新たな現
在のアクセスクラス１１８をＳＩＢ２サブフレーム４４０ｆから取得する。次に、マシン
タイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４は、現在アクセスクラス１１８とマシン
タイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４のアクセスクラス１０８ａとを比較し、
マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４がアクセス権を有しているか判定
する。
【００５１】
　マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４は、ネットワークへの接続の構
築を試みるにあたり、多数の物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）の送信機会を
使用してもよい。各物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）の使用は、システムの
過負荷を引き起こす。マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４が無線フレ
ーム６４　４３８ｅのサブフレームＳＩＢ２　４４０ｅのページング機会４４４ｃにおけ
る更新されたアクセスクラス１１８を受信すると、マシンタイプコミュニケーション（Ｍ
ＴＣ）装置１０４は、緊急事態が発生し、システム情報（ＳＩ）データに変更があると決
定する。マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４が、自身はネットワーク
へのアクセス権がないと決定すると、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１
０４はネットワークへの接続を試みない。
【００５２】
　また図５は、基地局１０２とマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４と
の間の上りリンク５１２および下りリンク５１４の無線フレーム５３８ａ～eを示してい
る。図４と同様に、ページングサイクル５４６は３２無線フレーム５３８である。８つの
無線フレーム５３８毎に、ＳＩＢ２サブフレーム５４０ａ～ｅを含む。無線フレーム０　
５３８ａの下りリンク５１４では、ＳＩＢ２サブフレーム５４０ａは、マシンタイプコミ
ュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４がネットワークに接続可能であることを示す。各無
線フレーム５８３の上りリンク５１２では、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ
）はサブフレーム２およびサブフレーム７にある。８つ毎の下りリンク５１４の無線フレ
ーム５３８は、TagVa1=nを有するＳＩＢ１サブフレーム５４２ａ～eも含む。ページング
サイクル５４６における最初の無線フレーム５３８は、ページング機会５４４ａ～ｃを含
む。
【００５３】
　無線フレーム４８　５３８ｃでは、緊急事態が発生する。ある構成では、マシンタイプ
コミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４のトリガーとなるイベントも、緊急事態と同じ
無線フレーム５３８の間に発生する。マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１
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０４は、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４がネットワークへのアク
セス権を有しているか否かを判定するために次の変更期間（すなわち、無線フレーム６４
　５３８ｅ）まで待機するより、次の利用可能なＳＩＢ２サブフレーム５４０ｄ（この場
合は、無線フレーム５６　５３８ｄにある）をターゲットとしてもよい。ある構成では、
ＳＩＢ２サブフレーム５４０は、８つの無線フレーム５３８毎（８０ｍｓ毎）にブロード
キャストされる。マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４は、無線フレー
ム５６　５３８ｄの下りリンク５１４内のＳＩＢ２サブフレーム５４０ｄを受信する。そ
して、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４は自身がネットワークへの
アクセス権がないと決定する。マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４は
、次の変更期間（すなわち、無線フレーム６４　５３８ｅ）まで待機せず、ネットワーク
へ接続する試みを中止する。
【００５４】
　図６は、ネットワークへアクセスを行うか否かを判定する別の方法６００のフローチャ
ートである。方法６００は、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４によ
り実施される。マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４は、マシンタイプ
コミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４にネットワークへの接続を試みることを要求す
るトリガーとなるイベントを検知する（６０２）。次に、マシンタイプコミュニケーショ
ン（ＭＴＣ）装置１０４は、次の利用可能なSystemInformationBlockType2メッセージ（
ＳＩＢ２サブフレーム５４０）をターゲットとする（６０４）。次の利用可能なSystemIn
formationBlockType2メッセージ（ＳＩＢ２サブフレーム５４０）をターゲットとする工
程６０４は、受信したばかりのＳＩＢ２サブフレーム５４０より提供されるac-BarringIn
foの状態を確認する工程を含んでも良い。
【００５５】
　基地局１０２は次の変更期間の境界までSystemInformationBlockType2データを更新す
ることができない（すなわち、基地局１０２は修正境界である特定の無線フレーム５３８
でしかデータを変更することができない）ため、通常、マシンタイプコミュニケーション
（ＭＴＣ）装置１０４は、SystemInformationBlockType2メッセージをターゲットとする
前に、次の修正境界まで待機するが、ＳＩＢ２ ac-BarringInfoデータの周期的な更新制
限への変更は、任意の時点での更新を可能とする。
【００５６】
　マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４は、SystemInformationBlockTy
pe2メッセージの復号に成功したか否かを判定する（６０６）。復号に成功しなかった場
合、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４はネットワークへの接続の試
みを中止し（６１０）、次の利用可能なSystemInformationBlockType2メッセージをター
ゲットとする（６０４）。
【００５７】
　復号に成功した場合、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４はSystem
InformationBlockType2メッセージ内のac-BarringInfoと呼ばれるデータ要素を調べる（
６０８）。そして、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４は、データ要
素ac-BarringInfoにおける情報がマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４
がアクセス権を有していることを示すものであるか否かを判定する（６１２）。マシンタ
イプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４がアクセス権を有していない場合、マシン
タイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４はネットワークへの接続の試みを中止し
（６１０）、次の利用可能なSystemInformationBlockType2メッセージをターゲットとす
る（６０４）。
【００５８】
　マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４がアクセス権を有している場合
、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４は１つ以上の物理ランダムアク
セスチャネル（ＰＲＡＣＨ）の送信機会を使用し、ネットワークへの接続を試みる。マシ
ンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４が使用しようとする物理ランダムアク
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セスチャネル（ＰＲＡＣＨ）リソースは、受信したSystemInformationBlockType2メッセ
ージの直後の物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）の送信機会ではない。
【００５９】
　代わりに、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４は、ネットワークへ
の接続を試みるのに使用する物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）の送信機会の
分配を決定する（６１４）。その機能は、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）
の送信機会の分配を決定する（６１４）ために、１つ以上のアルゴリズムを使用する。第
１のアルゴリズムでは、最初と最後の物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）の送
信機会を示す範囲値に加えて、簡単な乱数発生器を使用する。第２のアルゴリズムでは、
マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４が自身のネットワークへの接続が
必要であると最初に決定した時（すなわち、トリガーとなるイベントが起こった時）とマ
シンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４が（ＳＩＢ２サブフレーム５４０内
の）SystemInformationBlockType2メッセージを読み出した時との差分時間を入力として
取得する。
【００６０】
　第３のアルゴリズムでは、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４登録
番号（すなわち、ＩＭＥＩ、国際移動体加入者識別番号（ＩＭＳＩ）、セル無線ネットワ
ーク一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）、ページング無線ネットワーク一時識別子（Ｐ－ＲＮＴ
Ｉ）、またはグループ連携番号）、使用する最初と最後の物理ランダムアクセスチャネル
（ＰＲＡＣＨ）の送信機会を示す範囲値、および上記範囲への登録値のマッピングを入力
として取得する。SystemInformationBlockType2メッセージの読み出し後に使用する物理
ランダムアクセスチャネル （ＰＲＡＣＨ）の送信機会を決定するために、マシンタイプ
コミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４が使用する機能は、半静的にネットワークによ
り構成される。
【００６１】
　例えば、ネットワークは、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４に、
使用するアルゴリズムおよび使用するパラメーターセットについて命令する。基地局１０
２は、この目的のためにマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４に存在す
るアルゴリズムを知っている。基地局１０２は、１つのアルゴリズム（そしておそらく１
組のパラメーター）を選択する。基地局１０２は、マシンタイプコミュニケーション（Ｍ
ＴＣ）装置１０４の動きを現在のネットワークの状態により良く合わせるために、マシン
タイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４が使用するアルゴリズムを制御する。
【００６２】
　マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４ は、ネットワークへの接続を
試みるのに使用するため物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）の送信機会の配分
から、１つ以上の物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）の送信機会を選択する（
６１６）。次に、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４は、選択した１
つ以上の物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）の送信機会を使用して、ネットワ
ークへの接続を試みる（６１８）。
【００６３】
　図７は、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４が、最初の物理ランダ
ムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）の送信機会をターゲットとしている場合の、基地局１
０２とマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４との間の上りリンク７１２
および下りリンク７１４の無線フレーム７３８ａ～ｇを示している。上記図４と同様に、
ページングサイクル７４６は、３２の無線フレーム７３８を含む。無線フレーム０　７３
８ａの下りリンク７１４では、ＳＩＢ２サブフレーム７４０ａは、マシンタイプコミュニ
ケーション（ＭＴＣ）装置１０４がネットワークに接続できることを示す。ＳＩＢ１サブ
フレーム７４２ａ～ｅは、８無線フレーム７３８ごとにブロードキャストされ、基地局１
０２のスケジューリング情報３２８を示す。上りリンク７１２では、物理ランダムアクセ
スチャネル（ＰＲＡＣＨ）は、各無線フレーム７３８のサブフレーム２および７にある。
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無線フレーム７３８の下りリンク７１４は、１つおきに、ＳＩＢ１サブフレーム７４２ａ
～ｅを含む。無線フレーム７３８の下りリンク７１４は、８つおきに、ＳＩＢ２サブフレ
ーム７４０ａ～ｅを含む。３２無線フレームごと（すなわちページングサイクル７４６に
おける最初の無線フレーム７３８）にページング機会７４４ａ～ｃが含まれる。
【００６４】
　無線フレーム４８　７３８ｄでは、緊急事態が発生する。緊急事態発生後の一定期間、
マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４がネットワークに接続しないよう
にすることが望ましい。ネットワークは、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装
置１０４がネットワークに接続することを制限する現在のアクセスクラス１１８を有する
ＳＩＢ２情報を更新することを選択する、もしくはＳＩＢ２情報を更新しないことを選択
して、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４がネットワークに接続を許
可し続ける。
【００６５】
　マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４ にとってのトリガーとなるイ
ベントは、緊急事態のように、同一のページングページングサイクル７４６中でも発生す
る。トリガーとなるイベントは、無線フレーム４８　７３８ｄにおいて発生するように示
されているが、無線フレーム３２　７３８ｂから無線フレーム６３にかけて発生するトリ
ガーとなるイベントについても同様の結果が得られるだろう。トリガーとなるイベントは
、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４にネットワークへの接続を試み
るように要求する。
【００６６】
　マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４は、次のＳＩＢ２サブフレーム
７４０を、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４がネットワークに接続
するアクセス権を有しているか否か判定するためのターゲットとする。ある構成では、無
線フレーム５６　７３８ｅのＳＩＢ２サブフレーム７４０ｄにおける情報は、マシンタイ
プコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４がネットワークに接続できることを示す。こ
の場合、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４はネットワークへの接続
を試みる。
【００６７】
　ある構成では、複数のマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４はすべて
、同一のトリガーとなるイベントに応答する。したがって、マシンタイプコミュニケーシ
ョン（ＭＴＣ）装置１０４がネットワークに接続するアクセス権を有していることをＳＩ
Ｂ２サブフレーム７４０ｄが示した後、複数のマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ
）装置１０４はすべて、最初の物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）の送信機会
をターゲットとする。かなりの数のマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０
４が同時にネットワークに接続しようとした場合、基地局１０２の物理ランダムアクセス
チャネル（ＰＲＡＣＨ）リソースが過負荷になる可能性がある。
【００６８】
　図８は、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４が、ネットワークへの
接続を試みるのに使用する物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）の送信機会を決
定するアルゴリズムを使用している状態の基地局１０２とマシンタイプコミュニケーショ
ン（ＭＴＣ）装置１０４との間の上りリンク８１２および下りリンク８１４の無線フレー
ム８３８ａ～ｆを示している。上記図７と同様に、ページングサイクル８４６は、３２の
無線フレーム８３８を含む。無線フレーム８３８は、８つおきに、ＳＩＢ２サブフレーム
８４０ａ～ｅおよびTagVa1=nであるＳＩＢ１サブフレーム８４２ａ～ｅを含む。各ページ
ングサイクル８４６の最初の無線フレーム８３８には、ページング機会８４４ａ～ｃも含
む。
【００６９】
　無線フレーム０　８３８ａ、無線フレーム３２　８３８ｂ、および無線フレーム６４　
８３８ｆの下りリンク８１４では、ＳＩＢ２サブフレーム８４０は、マシンタイプコミュ
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ニケーション（ＭＴＣ）装置がネットワークへのアクセス権を有していることを示す。上
りリンク８１２では、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）は、各無線フレーム
８３８のサブフレーム２およびサブフレーム７にある。
【００７０】
　無線フレーム４８　８３８ｃでは、緊急事態が発生する。緊急事態発生後の一定期間は
、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４がネットワークに接続すること
／接続を試みることを停止することが望ましい。そして、マシンタイプコミュニケーショ
ン（ＭＴＣ）装置１０４にネットワークに接続すること／ネットワークへの接続を試みる
ことを要求するトリガーとなるイベントが発生する。マシンタイプコミュニケーション（
ＭＴＣ）装置１０４は、次に利用可能なＳＩＢ２サブフレーム８４０を、マシンタイプコ
ミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４がネットワークに接続できるかどうかを決定する
ためのターゲットとする。ある構成では、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装
置１０４は、無線フレーム５６　８３８ｄ内の、ＳＩＢ２サブフレーム８４０ｄをターゲ
ットとする。
【００７１】
　ＳＩＢ２サブフレーム８４０ｄ内の情報は、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ
）装置１０４がネットワークに接続することを試みるためのアクセス権を有していること
を示す。その後、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４は、ネットワー
クへの接続を試みるのに使用する１つ以上の物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ
）の送信機会を決定するアルゴリズムを使用する。使用する物理ランダムアクセスチャネ
ル（ＰＲＡＣＨ）の送信機会を決定するのに利用可能ないくつかのアルゴリズムは、図６
に関連して上述した。複数のマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４が同
一のトリガーとなるイベントに応答する場合、各マシンタイプコミュニケーション（ＭＴ
Ｃ）装置１０４が、ネットワークへの接続を試みるのに使用する物理ランダムアクセスチ
ャネル（ＰＲＡＣＨ）の送信機会を決定するアルゴリズムを使用すると、基地局１０２の
物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）リソースが過負荷になる可能性が低くなる
。
【００７２】
　図９は、緊急事態に対処する方法９００のフローチャートである。方法９００は基地局
１０２によって実施される。ある構成では、基地局１０２は、発展型ノードＢである。基
地局１０２は緊急メッセージを受信する（９０２）。緊急メッセージは基幹ネットワーク
１１０から受信される。緊急メッセージは、地震津波警告システム（ＥＴＷＳ）または業
務用携帯機器警告システム（ＣＭＡＳ）である。
【００７３】
　基地局１０２は、スケジューリング情報３２８およびメッセージデータ（すなわち、緊
急情報３３０）を変更する（９０４）。スケジューリング情報３２８およびメッセージデ
ータは、ネットワークとの通信リンクの構築を助けるために、無線通信装置１０６および
マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１０４にブロードキャストするシステム
情報（ＳＩ）メッセージ３２４の一部である。図３に関連して上記で説明したように、ス
ケジューリング情報３２８は、SystemInformationBlockType1（ＳＩＢ１サブフレーム４
４２）に含まれ、緊急メッセージ３３０の所在についての指示、およびシステム情報（Ｓ
Ｉ）メッセージ３２４内で変化が起きたことを示す指標３３４を含む。メッセージデータ
は、SystemInformationBlockType10/11/12（ＳＩＢ１０／１１／１２サブフレーム）に含
まれ、地震津波警告システム（ＥＴＷＳ）および業務用携帯機器警告システム（ＣＭＡＳ
）等の緊急メッセージデータを含む。
【００７４】
　基地局１０２はまた、現在アクセスクラス１１８を更新する（９０６）。現在アクセス
クラス１１８は、SystemInformationBlockType2（ＳＩＢ２サブフレーム４４０）のac-Ba
rringInfoに含まれる。基地局１０２は、スケジューリング情報３２８および更新された
現在のアクセスクラス１１８を含むシステム情報メッセージ３２４をブロードキャストす



(19) JP 2013-527695 A 2013.6.27

10

20

30

40

50

る（９０８）。スケジューリング情報３２８はＳＩＢ１サブフレーム４４２に含まれる。
更新された現在のアクセスクラス１１８はＳＩＢ２サブフレーム４４０に含まれる。基地
局１０２はまた、緊急指標３３６およびシステム情報変更指標３３４を含むページングメ
ッセージ３３２を無線装置３２２に送信する（９１０）。
【００７５】
　図１０は、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１００４において利用され
る種々の構成要素を示す。マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１００４は遠
隔検針装置、疾患管理装置、ナビゲーションシステム、監視システム等である。マシンタ
イプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１００４は、マシンタイプコミュニケーション（
ＭＴＣ）装置１００４の動作を制御するプロセッサ１００３を備えている。プロセッサ１
００３はＣＰＵとも称する。読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）と、ランダムアクセスメモリ
（ＲＡＭ）または情報を蓄積する任意の種類のデバイスの両方を備えているメモリ１００
５は、命令１００７ａおよびデータ１００９ａをプロセッサ１００３に供給する。メモリ
１００５の一部は、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）も備わっている。命
令１００７ｂおよびデータ１００９ｂはプロセッサ１００３にも存在する。プロセッサ１
００３にロードされた命令１００７ｂは、プロセッサ１００３で実行するためにロードさ
れた、メモリ１００５からの命令１００７ａも含む。本明細書に開示されている方法を実
行するために、命令１００７ｂが、プロセッサ１００３によって実行される。
【００７６】
　マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１００４は、データの送受信を実現す
るための送信機１０１１および受信機１０１３を含むユニット（housing）も備えている
。送信機１０１１および受信機１０１３はトランシーバー１０１５に組み込まれていても
よい。アンテナ１０１７は上記ユニットに接続されており、電気的にトランシーバー１０
１５と結合している。また、追加のアンテナを使用してもよい。
【００７７】
　マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１００４における種々の構成要素は、
データバスに加えて、電力バス、制御信号バス、および状態信号バスを含むバスシステム
１０１９によって結合されている。ただし、解りやすくするため、上記種々のバスは、バ
スシステム１０１９として図１０に示す。マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装
置１００４はまた、信号処理に使用するデジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）１０２１
を備えていてもよい。マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１００４はまた、
マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１００４の各機能へのユーザーによるア
クセスを提供する通信インターフェース１０２３を備えていてもよい。図１０に示すマシ
ンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１００４は、具体的な構成要素のリストとい
うよりむしろ機能ブロック図である。
【００７８】
　図１１は、基地局１１０２において利用される種々の構成要素を示す。基地局１１０２
は、マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置１００４に関して上記で説明したも
のと同様の構成要素を備えており、前記構成要素は、プロセッサ１１０３、命令１１０７
ａおよびデータ１１０９ａをプロセッサ１１０３に供給するメモリ１１０５、プロセッサ
１１０３に存在する命令１１０７ｂおよびデータ１１０９ｂ、送信機１１１１および受信
機１１１３（これらはトランシーバー１１１５に組み込まれていてもよい）を含むユニッ
ト、トランシーバー１１１５と電気的に結合されているアンテナ１１１７、バスシステム
１１１９、信号処理に使用するデジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）１１２１、通信イ
ンターフェース１１２３等を含む。
【００７９】
　本明細書において使用されている「決定」という用語は、多種多様な動作を包含する。
したがって、「決定する」は、算出する、計算する、処理する、導出する、調査する、検
索する（例えば、テーブル、データベース、または別のデータ構造において検索する）、
確認する等を包含することができる。また、「決定する」は、受信する（例えば、情報を
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受信する）、アクセスする（例えば、メモリ内のデータにアクセスする）等も包含するこ
とができる。また、「決定する」は、解決する、選抜する、選択する、確定する等も包含
することができる。
【００８０】
　「～に基づいて」という表現は、特に明記されていない限り、「～だけに基づく」とい
う意味ではない。言い換えれば、「～に基づいて」という表現は、「～だけに基づく」と
「少なくとも～に基づいて」の両方を表している。
【００８１】
　「プロセッサ」という用語は、広義に解釈され、汎用プロセッサ、中央処理装置（ＣＰ
Ｕ）、マイクロプロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、コントローラー、
マイクロコントローラー、ステートマシン等を包含するべきである。場合によっては、「
プロセッサ」は、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、プログラマブルロジックデバイス
（ＰＬＤ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）等を指すことがある。
「プロセッサ」という用語は、処理装置の組み合わせを指すことがある。例えば、ＤＳＰ
およびマイクロプロセッサの組み合わせ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連結
した１つ以上のマイクロプロセッサ、またはそれに類する他の構成のものが挙げられる。
【００８２】
　「メモリ」という用語は、広義に解釈され、電子情報を蓄積することができる任意の電
子部品を包含するべきである。「メモリ」という用語は、プロセッサが読み取り可能な種
々の媒体を指し、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、
不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）、プログラマブルロム（ＰＲＯＭ）、消
去可能プログラマブルロム（ＥＰＲＯＭ）、 電気的消去可能ピーロム（ＥＥＰＲＯＭ（
登録商標））、フラッシュメモリ、磁気または光データ記憶装置、レジスタ等がある。メ
モリは、プロセッサがメモリからの情報の読み出しおよび／またはメモリへの情報を書き
込みができる場合、上記プロセッサと電子通信状態にあると言える。メモリは、プロセッ
サに内蔵してもよく、それでも上記プロセッサと電子通信状態にあると言える。
【００８３】
　「命令」および「コード」という用語は、広義に解釈され、任意の種類のコンピュータ
ー読み取り可能なステートメントを包含するべきである。例えば、「命令」および「コー
ド」という用語は、１つ以上のプログラム、ルーチン、サブルーチン、関数、プロシージ
ャー等を指す。「命令」および「コード」は、 1つのコンピューター読み取り可能なステ
ートメントまたは多数のコンピューター読み取り可能なステートメントを含んでいてもよ
い。
【００８４】
　本明細書に記載されている機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、ま
たはこれらの任意の組み合わせで実行される。ソフトウェアで実行される場合、上記機能
はコンピューター読み取り可能な媒体に１つ以上の命令として記憶される。「コンピュー
ター読み取り可能な媒体」という用語は、コンピューターがアクセス可能な任意の利用可
能な媒体を指す。限定はしないが、例を挙げると、コンピューター読み取り可能な媒体は
、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶
装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶装置、または命令やデータ構造の形式で
所望のプログラムコードを搬送または記憶することができ、コンピューターがアクセス可
能なその他の媒体を含んでいてもよい。本明細書において使用されているディスク（ｄｉ
ｓｋおよびｄｉｓｃ）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）
、光ディスク、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク、
およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）を含み、ｄｉｓｋは通常磁気的にデータを再生するの
に対し、ｄｉｓｃはレーザーによって光学的にデータを再生する。
【００８５】
　ソフトウェアまたは命令は、伝送媒体上で送信される。例えば、ソフトウェアが、ウェ
ブサイト、サーバー、または同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジ
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タル加入者線（ＤＳＬ）、または赤外線、電波、マイクロ波等のワイヤレス技術を使用し
た他の遠隔ソースから送信される場合、上記同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイ
ストペア、ＤＳＬ、または赤外線、電波、マイクロ波等のワイヤレス技術は、伝送媒体の
定義に含まれる。
【００８６】
　本明細書に開示された方法は、上述の方法を達成するための１つ以上の工程または動作
を含んでいる。上記方法の工程および／または動作は、請求項に示した範囲で交換可能で
ある。言い換えれば、述べられている方法を適切に実施するために特定の工程または動作
の順番が必要とされない限り、工程および／または動作の順番および／または使用は、請
求項に示した範囲で変更してもよい。
【００８７】
　次に記載する請求の範囲は、上述した構成および構成要素に限定されるものではないと
いうことを理解すべきである。すなわち、請求項に示した範囲で、本明細書に記載された
システム、方法、装置の構成、動作、および詳細を種々に変更してもよい。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(24) JP 2013-527695 A 2013.6.27

【図１１】

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月22日(2011.12.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置によってネットワークへの接続を試み
るかどうかを決定する方法であって、
　トリガーとなるイベントを検知する工程と、
　基地局の現在のアクセスクラスを含む無線フレームであり、トリガーとなるイベント後
の前記現在のアクセスクラスを含む最初の無線フレームである無線フレームを基地局から
受信する工程と、
　前記ＭＴＣ装置が前記基地局へのアクセス権を有しているか否かを判定する工程と、
　前記ＭＴＣ装置が前記アクセス権を有しているか否かに基づいてネットワークへの接続
を試みるかどうかを決定する工程と、
　前記ＭＴＣ装置がアクセス権を有していない場合、前記ネットワークへの接続の試みを
中止する工程と、
　前記ＭＴＣ装置がアクセス権を有している場合、前記ネットワークへの接続を試みる工
程と、
　前記ネットワークへの接続を試みるために使用する物理ランダムアクセスチャネル（Ｐ
ＲＡＣＨ）の送信機会の分配を決定する工程と、
　１つ以上のＰＲＡＣＨの送信機会を上記ＰＲＡＣＨの送信機会の分配から選択する工程
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と、を含み、
　前記ネットワークへの接続を試みる工程は、選択された１つ以上のＰＲＡＣＨの送信機
会を使用して前記ネットワークへの接続を試みる工程を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　ＰＲＡＣＨの送信機会の分配を決定する工程は、使用可能な最初と最後のＰＲＡＣＨの
送信機会を示す範囲値に加えて、乱数発生器を使用する工程を含むことを特徴とする請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　ＰＲＡＣＨの送信機会の分配を決定する工程は、前記トリガーとなるイベントが受信さ
れた時および前記無線フレームが受信された時の差分時間を入力として取得する工程をさ
らに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ＰＲＡＣＨの送信機会の分配を決定する工程は、ＭＴＣ装置の登録番号および前記使用
可能なＰＲＡＣＨの送信機会を示す範囲値を使用する工程と、前記範囲値に前記登録番号
をマッピングする工程と、をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【手続補正書】
【提出日】平成24年4月6日(2012.4.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置によってネットワークへの接続を試み
るかどうかを決定する方法であって、
　トリガーとなるイベントを検知する工程と、
　変更期間において、基地局によって変化させることができる、現在のアクセスバーリン
グ情報、および変更期間において変化させることができない他の情報を含むとともに、ト
リガーとなるイベント後の前記現在のアクセスクラスを含む無線フレームを基地局から受
信する工程と、
　前記ＭＴＣ装置が前記基地局へのアクセス権を有しているか否かを判定する工程と、
　前記ＭＴＣ装置が前記アクセス権を有しているか否かに基づいてネットワークへの接続
を試みるかどうかを決定する工程と、
　前記ＭＴＣ装置がアクセス権を有していない場合、前記ネットワークへの接続の試みを
中止する工程と、
　前記ＭＴＣ装置がアクセス権を有している場合、前記ネットワークへの接続を試みる工
程と、を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　システム情報の変更を知らせるページングメッセージを受信する工程を含むことを特徴
とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ネットワークへの接続を試みるために使用する物理ランダムアクセスチャネル（Ｐ
ＲＡＣＨ）の送信機会の分配を決定する工程と、
　１つ以上のＰＲＡＣＨの送信機会を前記ＰＲＡＣＨの送信機会の分配から選択する工程
と、を含み、
　前記ネットワークへの接続を試みる工程は、選択された１つ以上のＰＲＡＣＨの送信機
会を使用して前記ネットワークへの接続を試みる工程を含むことを特徴とする請求項１に
記載の方法。
【請求項４】
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　ＰＲＡＣＨの送信機会の分配を決定する工程は、使用可能な最初と最後のＰＲＡＣＨの
送信機会を示す範囲値に加えて、乱数発生器を使用する工程を含むことを特徴とする請求
項２に記載の方法。
【請求項５】
　ＰＲＡＣＨの送信機会の分配を決定する工程は、前記トリガーとなるイベントが受信さ
れた時および前記無線フレームが受信された時の差分時間を入力として取得する工程をさ
らに含むことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　ＰＲＡＣＨの送信機会の分配を決定する工程は、ＭＴＣ装置の登録番号および前記使用
可能なＰＲＡＣＨの送信機会を示す範囲値を使用する工程と、前記範囲値に前記登録番号
をマッピングする工程と、をさらに含むことを特徴とする請求項２に記載の方法。
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